
〝
人
間
都
市
〞
を
目
指
し
、〝
つ
な
が
り
と
創

造
〞
と
い
う
基
本
姿
勢
の
も
と
、
特
に
「
進

化
」
が
必
要
な
分
野
と
し
て
「
経
済
」「
ま
ち

の
形
」「
ま
ち
を
支
え
る
仕
組
み
」
を
具
体
化

す
る
た
め
の
事
業
群
で
あ
る
「
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

第
４
次
総
合
計
画

（
後
期
基
本
計
画
）に
向
け
て
！

平
成
28
年

度
か
ら
の
５

年
間
を
計
画

期
間
と
す
る

「
第
４
次
総
合

計
画
」
後
期

基
本
計
画
は
、

こ
れ
ま
で
の

成
果
等
を
検

証
し
た
う
え

で
社
会
経
済

情
勢
の
変
化

や
地
方
創
生

等
の
動
き
も

見
据
え
策
定

し
、
人
口
減

少
克
服
と
地

方
創
生
を
目

的
と
し
た

「
長
崎
市
ま

ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」

編編
集集
後後
記記

▼
長
崎
市
議
会
は
、
さ
る
３
月
11
日
「
核
兵

器
廃
絶
長
崎
市
議
会
議
員
連
盟
設
立
総
会
」

を
開
催
し
た
。
本
議
員
連
盟
は
、
世
界
か
ら

核
兵
器
の
廃
絶
の
実
現
を
図
り
、
国
内
外
の

人
々
と
平
和
へ
の
思
い
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
国
内
外
に
お
け
る
平
和
活
動
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

設
立
総
会
で
は
、
規
約
に
つ
い
て
確
認
し

「
調
査
・
研
究
及
び
広
報
・
啓
発
に
関
す
る
事

項
」「
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
及
び
要
請

に
関
す
る
事
項
」
の
事
業
、
役
員
な
ど
決
定

し
た
。
会
長
に
井
上
重
久（
市
民
ク
）氏
が
選

任
さ
れ
、
今
後
、
役
員
会
な
ど
を
開
催
し
具

体
的
活
動
内
容
を
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

▼
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
被
害
は
、
農
業

被
害
は
も
と
よ
り
道
路
上
に
飛
び
出
し
て
の

車
・
バ
イ
ク
等
へ
の
激
突
に
よ
る
事
故
も
発

生
し
、
生
活
環
境
被
害
な
ど
町
内
会
や
行
政

へ
の
相
談
が
相
次
い
で
い
る
。
大
浜
町
自
治

会
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
隊
よ
り
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
対
策
を
と
る
こ

と
に
な
っ
た
。
専
門
家
に
箱
罠
を
設
置
し
て

も
ら
い
、
様
子
を
見
て
い
た
が
同
じ
場
所
で

２
頭
の
捕
獲
に
成
功
、
イ
ノ
シ
シ
に
は
大
変

申
し
訳
な
い
が
…
。

活
動
の
あ
し
あ

活
動
の
あ
し
あ

活
動
の

活
動
の
備
忘
録

備
忘
録

活
動
の

活
動
の
備
忘
録

備
忘
録

活
動
の
備
忘
録

活
動
の
あ
し
あ
と

活
動
の
あ
し
あ
と

活
動
の
あ
し
あ
と１

月
〜
３
月

長崎市消防出初式
（平成28年1月7日、長崎市民会館）

地域活性化セミナー「平和祈念像前で記念撮影」
（平成28年1月19日、平和公園）

政策回答受ける（市民クラブ）
（平成28年2月1日、長崎市役所）

ランタンフェスティバル点灯式
（平成28年2月8日、湊公園）

核兵器廃絶議連盟総会
（平成28年3月11日、長崎市議会棟）

福田小学校第62回卒業証書授与式
（平成28年3月17日、福田小体育館）

長崎市議会議員

自　　　宅　長崎市大浜町408
 　　　　　　　865-3553
生活相談室　長崎市水の浦町1-1
 　　　　　　　861-1985
http://inoueshigehisa.net/

ご相談は
お気軽に！

平成28年４月　発行責任者　井上　重久　編集責任者　梅本　一由　長崎市水の浦町1-1　TEL095-861-6032

活力あふれる 住みよい長崎！
長崎市議会議員

だより
No.40No.40No.40

No.7

世
界
都
市
・
人
間
都
市
へ
！

春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
入
学
式
・
入

社
式
な
ど
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
時
期
を
迎
え
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
に
て

ご
活
躍
の
事
と
存
じ
ま
す
。

田
上
市
長
は
、
長
崎
の
ま
ち
づ
く
り
の
設

計
図
で
あ
る
「
第
４
次
総
合
計
画
」
に
掲
げ

る
、
将
来
の
都
市
像
で
あ
る
〝
世
界
都
市
〞

と
合
わ
せ
て
本
格
的
な
実
行
段
階
に
入
り
ま

す
。同

総
合
戦
略
で
は
、
交
流
人
口
を
増
や
し

て
経
済
の
好
循
環
を
生
む
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
交
流
の
産
業
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

「
人
を
呼
ぶ
ま
ち
」
か
ら
「
人
を
呼
ん
で
栄
え

る
ま
ち
」
へ
と
い
う
方
向
性
を
定
め
、
行
政

と
民
間
の
力
を
結
集
さ
せ
「
雇
用
の
創
出
」

と
「
所
得
向
上
」
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
の

好
循
環
を
生
み
出
し
、
定
住
人
口
の
維
持
、

移
住
の
促
進
な
ど
人
口
減
少
対
策
と
地
方
創

生
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
、「
交
流
の
産
業

化
に
よ
る
長
崎
創
生
と
い
う
物
語
を
紡
ぐ
こ

と
で
、
活
力
あ
る
未
来
が
必
ず
開
け
る
と
確

信
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
予
算
編
成
！

平
成
28
年
度
の
予
算
編
成
は
、
他
都
市
に

比
べ
て
税
収
基
盤
が
弱
く
、
地
方
交
付
税
な

ど
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
今
後
、
経
済
、

税
収
、
地
方
交
付
税
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
税
収
基
盤
の

強
化
な
ど
〝
自
ら
の
力
で
財
源
を
生
み
出
す
〞

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
健
全

か
つ
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い

く
と
の
施
政
方
針
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
市
民
目
線
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
、

税
金
の
有
効
活
用
、
事
業
の
見
直
し
等
、「
安

心
・
安
全
で
、
活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
」
に
努
め
ま
す
。
皆
様
の
方
の
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
井
上
い
の
う
え

重
久
し
げ
ひ
さ

アイーダ・プリマ熱い想いを乗せて長崎港から出港（３月14日）

◆
新
西
工
場
建
設
事
業
費
　
地
域
環
境
整
備
…
…
７，
２
６
０
万
円

新
西
工
場
の
建
設
に
伴
い
、
建
設
地
の
地
元
自
治
会
と
市
と

の
間
で
締
結
し
た
建
設
に
関
す
る
覚
書
に
基
づ
き
、
集
会
所
の

整
備
を
支
援
し
、
地
元
地
区
の
地
域
環
境
整
備
を
図
る
。

・
集
会
所
整
備
費
に
要
す
る
経
費
を
助
成
す
る

（
神
ノ
島
公
民
館
、
小
瀬
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

◆
有
害
鳥
獣
対
策
費
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５，
４
５
２
万
円

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
業
及
び
生
活
環
境
へ
の
被
害
防
止
対
策

と
し
て
実
施
す
る
。
鳥
獣
の
侵
入
を
防
ぐ
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
や
電
気
柵
等
の
貸
与
、
鳥
獣
の
捕
獲
対
策
、
専
門
業
者
へ
の

有
害
鳥
獣
対
策
相
談
等
委
託
、
長
崎
市
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

の
運
営
補
助
等
に
要
す
る
経
費
。

◆
農
業
振
興
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
　
担
い
手
農
家
支
援
施
設

…
５，
７
３
６
万
３
千
円

農
業
者
等
が
経
営
の
安
定
や
発
展
を
図
る
た
め
に
実
施
す
る

生
産
規
模
の
拡
大
及
び
効
率
的
・
省
力
的
技
術
導
入
等
の
整
備

に
つ
い
て
支
援
を
行
い
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
体
の
育
成
と

長
崎
市
農
業
の
振
興
に
資
す
る
も
の
。

◆
産
地
水
産
業
強
化
支
援
事

業
費
補
助
金
　
漁
協
等
施

設
整
備

…
２
億
９，
６
４
１
万
５
千
円

長
崎
市
内
を
中
心
と
し
た

蒲
鉾
製
造
業
者
に
、
冷
凍
す

り
身
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
水
産
物
加
工
処
理
施

設
の
整
備
に
対
し
て
助
成
す

る
。

・
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
水
産
加

工
処
理
施
設
整
備

環
境
経
済
委
員
会
報
告（
要
旨
）３
月
１
日
〜
８
日

大型客船アイーダ・プリマ
（３月14日、香焼工場岸壁）



平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
構
成
割
合（
単
位
：
百
万
円
）

当　初
当　初
当　初
当　初

2 1 , 5 0 6
2 1 , 2 4 2
2 6 , 4 9 6
22 , 6 33

平　成　25　年　度
平　成　26　年　度
平　成　27　年　度
平　成　28　年　度

投資的経費の推移
区　　　　　分 予算額（百万円）

人件費
27,815
12.8％

公債費
27,342
12.6％

投資的経費
22,633
10.5％

物件費
20,671
9.5％

繰出金
12,953
6.0％

貸付金及び
出資金
6,147
2.8％

その他
14,979
6.9％ 扶助費

84,429
38.9％

市債
26,155
12.1％

県支出金
11,980
5.5％

その他の
依存財源
9,582
4.4％

市税
53,926
24.8％

諸収入
5,423
2.5％

使用料・手数料
4,488
2.1％

その他の自主財源
8,632
4.0％

地方交付税
37,419
17.2％

国庫支出金
59,364
27.4％

その他の経費54,750
25.2％

義務的経費139,586
64.3％

歳出
216,969
（百万円）

歳入
216,969
（百万円）

依存財源144,500
66.6%

自主財源72,469
33.4%

投資的経費22,633
10.5％

当初予算総額約3,850億円（特別会計含む）、78の議案を可決・同意！当初予算総額約3,850億円（特別会計含む）、78の議案を可決・同意！当初予算総額約3,850億円（特別会計含む）、78の議案を可決・同意！

補正総額約22億6,331万円（特別会計含む）、47の議案を可決・同意！

補正総額約6億9,453万円（特別会計含む）、33の議案を可決・同意！

平成28年第1回定例会(2月議会)開催！

2016年度  長崎市一般会計当初予算案の主な事業2016年度  長崎市一般会計当初予算案の主な事業2016年度  長崎市一般会計当初予算案の主な事業

★は新規

項　目 事　業　名 予算案額
企業誘致

農林・水産

環　　境

まちづくり

教　　育

夜景観光

　企業誘致推進費（企業立地奨励金）
★青壮年新規就農給付金事業
　有害鳥獣対策に助成
★HACCP認定加工場建設費助成
★新西工場建設（余熱利用施設）整備
　新西工場建設（ごみ焼却施設）
　斜面市街地再生事業
★市街地再開発事業（新大工町地区）
★扇風機整備（小・中学校）
　小榊小移転改築
　鍋冠山公園展望台整備

7億3,820万円
630万円
5,450万円

1億円
4億120万円

19億8,380万円
6億540万円
1億8,390万円
1,840万円
8億350万円
7,000万円

2016年度  人口減少対策・地方創生に関する主な事業2016年度  人口減少対策・地方創生に関する主な事業2016年度  人口減少対策・地方創生に関する主な事業
項　目 事　業　名 予算案額

交流の
　産業化

経済、雇用

ひとの流れ

子 育 て

まちの基盤

　産業革命遺産の事業推進
★コンベンション費用補助
★稲佐山スロープカー設計
　「長崎のおさかな」ＰＲ
　ラグビーＷ杯に向け交流
　ものづくり企業支援など
★こだわり逸品の育成支援
　中高年新規就農に給付金
★移住希望者向けＨＰ開設
　小学校卒業まで医療費助成
　産前産後の相談支援など
★子育て住まいづくり支援
★コミュニティーの活性化
　「長崎の宝」学習、発信

8,800万円
1,100万円
6,300万円
1,100万円
1,200万円
1,700万円
1,800万円
600万円
200万円

7億5,400万円
800万円
2,000万円
1,100万円
300万円

中
国
ク
ル
ー
ズ
市
場
は
急
速
に
拡

大
し
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

誘
致
は
、
ア
メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
香
港
の
ク
ル
ー
ズ
博
に
お

け
る
出
展
の
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
欧
州
各
国
の
ク
ル

ー
ズ
船
社
に
対
し
て
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
て
い
る
。

新
西
工
場
稼
働
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

質
問

本
年
７
月
か
ら
分
別
方
法

が
変
更
に
な
る
が
、
市
民
へ
の
周

知
方
法
は
？

回
答
　
試
運
転
開
始
の
７
月
か
ら

は
、
現
在
、
青
色
の
袋
燃
や
せ
な

い
ご
み
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、

ゴ
ム
製
品
、
革
製
品
」
が
焼
却
可

能
と
な
る
こ
と
か
ら
７
月
か
ら
分

別
変
更
と
な
る
。
黄
色
の
袋
で
出

し
て
い
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
」
は
引
き
続
き
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
い
た
リ
サ

ら
新
た
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
簡
易

に
寄
付
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
と
と
も
に
市
内
各
所
に
募
金
箱

を
設
置
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
負
担
軽
減
の
た
め

の
有
利
な
起
債
制
度
の
創
設
を
国

に
対
し
て
働
き
か
け
る
。

長
崎
港
の
整
備
に
つ
い
て

質
問

２
バ
ー
ス
化
に
向
け
た
整

備
計
画
は
？

回
答
　
長
崎
港
松
が
枝
地
区
に
、

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
大
型
化
や
拡
大

す
る
ク
ル
ー
ズ
需
要
に
対
応
し
た

旅
客
船
埠
頭
の
整
備
を
行
う
た
め
、

平
成
26
年
の
国
の
交
通
政
策
審
議

会
に
よ
り
、
松
ヶ
枝
岸
壁
を
３
６

０
ｍ
か
ら
７
３
０
ｍ
に
延
伸
し
、

15
万
ト
ン
級
客
船
と
７
万
ト
ン
級

客
船
、
ま
た
は
10
万
ト
ン
級
客
船

が
２
隻
同
時
に
接
岸
可
能
と
な
る

２
バ
ー
ス
化
と
す
る
港
湾
計
画
の

改
定
が
承
認
さ
れ
た
。

今
の
と
こ
ろ
事
業
化
が
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
事
業
費
も
確
定
し
て

い
な
い
が
、
着
工
さ
れ
た
場
合
は

約
10
年
で
の
完
成
を
目
指
す
と
さ

れ
て
い
る
。
事
業
内
容
は
、
２
バ

ー
ス
化
に
対
応
し
た
岸
壁
整
備
と

併
せ
て
、
入
国
審
査
や
観
光
地
案

内
な
ど
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
施
設
及
び
ツ
ア
ー
バ
ス

駐
車
場
な
ど
、
国
道
４
９
９
号
に

接
続
す
る
臨
海
道
路
の
整
備
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

質
問

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
受
け
入

れ
態
勢
は
？

回
答
　
長
崎
港
に
入
港
し
て
い
る

客
船
の
約
７
割
が
中
国
か
ら
の
客

船
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
の
入
港
増

の
主
な
要
因
は
、
中
国
発
着
ク
ル

ー
ズ
が
増
え
て
い
る
。
中
国
経
済

の
停
滞
や
政
治
問
題
等
の
不
安
要

素
は
あ
る
が
、
欧
米
の
大
手
ク
ル

ー
ズ
船
会
社
も
相
次
い
で
中
国
へ

の
新
船
投
入
を
発
表
し
て
お
り
、

イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
、
７
月
以

降
も
こ
れ
ま
で
通
り
黄
色
の
袋
で

変
更
は
な
い
。

質
問

余
熱
利
用
施
設
の
建
設
及

び
地
域
環
境
整
備
の
取
り
組
み
状

況
は
？

回
答
　
平
成
24
年
７
月
に
地
元
と

締
結
し
た
プ
ー
ル
及
び
厚
生
施
設

の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
プ
ー
ル

部
分
は
、
25
ｍ
の
７
コ
ー
ス
の
温

水
プ
ー
ル
を
、
厚
生
施
設
は
浴
室

等
を
備
え
て
い
る
。
事
業
の
進
捗

は
、
現
在
、
実
施
設
計
を
行
っ
て

お
り
本
議
会
の
当
初
予
算
に
計
上

し
て
い
る
。
計
画
は
、
平
成
28
年

秋
ご
ろ
か
ら
建
設
工
事
に
着
手
し
、

平
成
30
年
１
月
に
施
設
の
供
用
開

始
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
環
境
整
備
は
、
余
熱
利
用
施
設

と
同
様
に
覚
書
に
基
づ
き
、
公
民

館
・
集
会
所
、
小
榊
総
合
グ
ラ
ン

ド
、
皇
后
島
、
通
称
「
ね
ず
み
島
」

の
整
備
等
に
つ
い
て
、
順
次
年
次

計
画
で
実
施
す
る
。
公
民
館
・
集

会
所
の
整
備
は
、
平
成
28
年
度
に

計
画
し
て
い
る
３
ヶ
所
を
実
施
す

る
こ
と
で
全
て
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
環
境
整

備
は
、
地
元
の
皆
様
と
協
議
を
さ

せ
て
頂
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

付
金
を
積
み
立
て
る
こ
と
に
な
っ

た
。
基
金
創
設
後
は
、
長
崎
サ
ミ

ッ
ト
で
の
経
済
団
体
へ
の
寄
付
の

呼
び
か
け
や
、
東
京
・
大
阪
で
長

崎
ゆ
か
り
の
経
済
人
と
の
情
報
交

換
会
な
ど
で
周
知
を
図
っ
た
。

本
年
度
の
積
立
額
は
、
端
島
の

見
学
者
や
ふ
る
さ
と
納
税
が
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
当
初
見
込
み
よ

り
９
０
０
万
円
多
い
５，
７
０
０
万

円
と
な
る
予
定
、
平
成
28
年
度
か

世
界
文
化
遺
産
に
つ
い
て

質
問

産
業
革
命
遺
産
の
保
存

は
？回答

　
構
成
資
産
の
う
ち
、
特
に

保
存
管
理
に
多
額
の
予
算
を
要
す

る
端
島
は
、
昨
年
９
月
に
「
端
島

（
軍
艦
島
）
整
備
基
金
」
を
創
設
し
、

端
島
見
学
施
設
使
用
料
や
ふ
る
さ

と
納
税
、
個
人
・
団
体
か
ら
の
寄

一
般
質
問
（
要
旨
）

平
成
28
年
第
１
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
２
月
19
日
か
ら
３
月
11
日

ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
地
方
創
生
や
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
観
光
振
興
や
地
場
経
済
の

強
化
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
に
２，
１
６
９
億
７，
０
０
０

万
円
（
前
年
比
27
億
９，
０
０
０
万
円
、
1.3
％
増
）、
特
別
会
計
予
算
１，
２

３
２
億
１，
３
１
３
万
４
千
円
、
公
営
企
業
会
計
予
算
４
４
８
億
１，
９
７

８
万
５
千
円
の
総
額
３，
８
５
０
億
２
９
１
万
円
９
千
円
（
前
年
比
72
億
８，

６
７
６
万
２
千
円
、
1.9
％
増
）
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
般
会
予
算
の
う
ち
８
月
９
日
平
和
祈
念
式
典
の
「
平
和
の

誓
い
」
を
担
当
す
る
被
爆
者
代
表
の
人
選
問
題
を
め
ぐ
り
、
海
外
か
ら
招

く
こ
と
を
想
定
し
た
旅
費
１
３
８
万
円
を
減
額
し
、
賛
成
34
、
反
対
５
の

賛
成
多
数
で
修
正
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
改
正
は
、
国
民
健
康
保
険
の
税
率
を
４
月
か
ら
引
き
上
げ
る
「
長

崎
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、
香
焼
・
蚊
焼
・

川
原
・
為
石
保
育
所
を
廃
止
し
民
間
移
譲
す
る
「
長
崎
市
立
保
育
所
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、
民
間
移
譲
す
る
「
長
崎
市
や
す
ら
ぎ
伊
王
島

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」
な
ど
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
１
０
０
人
以
上

の
大
規
模
雇
用
を
見
込
む
事
務
系
企
業
誘
致
の
た
め
の
「
長
崎
市
企
業
立

地
奨
励
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
議
会
へ
の
説
明
が
不
十
分

な
ど
の
反
対
意
見
が
出
さ
れ
、
賛
成
37
、
反
対
２
で
否
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
の
「
長
崎
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」、「
無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
」
は
採
択
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
長
崎
駅
周
辺
再
整
備
特
別
委
員
会
、

観
光
客
受
入
対
策
特
別
委
員
会
、
定
住
人
口
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

一
般
質
問
の
内
容
お
よ
び
意

見
・
要
望
は
、
井
上
重
久
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
議
会
報
告
）
の
な
か
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ア

ク
セ
ス
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

保存管理計画が進む端島炭坑

スカイシー・ゴールデン・エラ（長崎港松ヶ枝岸壁）

新西工場試運転開始は７月から！


